
令和 7年度 事業報告 

Ⅰ．シルバー人材センター事業 

１．事業概要 

令和 7年度は、事業目標の達成を目指し、努力してまいりましたが、大部分の項目で令和６年度実績を下回る事業

結果となりました。事業実績の数値は下記のとおりですが、登録正会員数では、３５７名で前年度と比較して１９名

の減となり、率にして、５．１％減少しました。これは、従来同様、病気や高齢、他で就業したことにより退会する

会員が増加し、一方では年金受給開始年齢の引き上げに伴う企業における継続雇用・定年延長などの影響により入会

希望者が減少したことによるものであります。受注件数合計では３，０４２件、前年対比で７０件、率にして２．２％

の減となりましたが、配分金単価と事務手数料の引き上げにより、受注金額合計では前年対比３８９万円、率にして

２．６％の増となっております。また、安全就業に関しては、事故・災害ゼロを目指し最重点課題として取り組みを

進めましたが、物損事故 8件、人身傷害事故 3件が発生し、災害ゼロとはならず、今後に課題を残す残念な結果とな

りました。 

令和７年度の主な事業実績 

項  目 令和７年度 令和６年度 差引増減数 増減率（％） 

登録正会員数（人） ３５７ ３７６ △１９ △５．１ 

受注件数（件） ３，０４２ ３，１１２ △７０ △２．２ 

就業延日人員数（人日） ２６，９９１ ２８，９６９ △１，９７８ △６．８ 

受注金額（千円） １５２，１５０ １４８，２６０ ３，８９０ ２．６ 

就業率（％） ８１．８ ８０．９ ０．９Ｐ １．１ 

また、公益社団法人北海道シルバー人材センター連合会室蘭市事務所として、実施しましたシルバー派遣事業の令和

７年度の受注実績 

項  目 令和７年度 令和６年度 差引増減数 増減率（％） 

受注件数（件） ３ ３ ０ ０ 

就業延日人員数（人日） ７３２ ７４２ △１０ △１．３ 

受注金額（千円） ３，６８５ ３，９８１ △２９６ △７．４ 

（注）シルバー派遣事業は、道シ連が受注する仕組みのため、件数・金額とも室蘭市シルバー人材センターの実績には含まれ

ていません。 

２．事業実施状況 

（１） 事業の普及啓発と就業機会の拡大 

① センター会報「ふれあい」を年３回発行し、会員の意識高揚と連帯感の助長を図り、併せて関係機関・団体や企

業等にも配布し、事業の啓発を図りました。 

② 事業普及啓発と会員募集を兼ねたチラシにより、大型店で配布をするとともに、町内会、自治会の回覧資料とし

て依頼し、配布した。 

また、ホームページの公開、道南バス車体による広告看板を掲示、地元新聞への記事掲載など、各種媒体の協力

を得て、事業の普及啓発と就業拡大に努めました。 

③ 事業の普及啓発と市民への感謝の意を表するため、７月１０日に「第７９回むろらん港まつり」主会場周辺の清

掃と草刈り作業の「ボランティア活動」を実施し、あわせて安全・適正就業強化月間の取り組みのひとつとして事

故・災害防止の啓発にも努めました。 



（２）会員の増強と知識・技能の向上 

① 健康で就業意欲のある会員の入会促進を図るため、会報を通じて会員の協力もいただく中で毎月の入会説明会開

催により、入会促進に努めました。  

② 就業に必要な知識・技能を習得し向上させるため、独自講習会を開催しました。 

◎講習 

☆草刈り安全講習会Ａ・Ｂ・Ｃ    ５月 ７日      （１日間）  ２４名参加 

☆草刈り安全講習会(単独)       ５月 ８日      （１日間）  ２０名参加 

☆剪定作業安全講習会       ５月 ８日      （１日間）  ２１名参加 

（内、実技講習～１６名参加） 

☆草刈り初任者安全講習会     ５月１２日～１４日  （３日間）   ９名参加 

☆シニア世代のスマホ教室     ７月２８日～９月１６日（４日間）  ３４名参加 

③ 「会員継続確認書」の全会員からの提出を求めるとともに、会員の意向把握に努めました。  

（３）安全就業対策の推進と健康増進 

① 安全委員会を年６回開催し、事故の未然防止に向けた諸活動の推進、事故事例の分析や対策などについて協議し、

事故防止と安全確保に努めました。 

② 役員・安全委員にも参加を求めて安全パトロールを実施し、就業先での作業環境の把握と安全指導に努めました。 

③ 会員対象の「安全宣言大会」を開催し、安全意識の徹底を互いに誓い合いました。 

④ ７月の「安全・適正就業強化月間」には、２回の特別安全パトロールを実施し安全就業の徹底を図るとともに、

安全標語の募集など各種の安全啓発活動を行い安全意識の高揚に努めました。 

⑤ 講習会、新入会員説明会、定時総会等を通して安全就業の徹底と健康管理についての啓発に努めました。 

（４） 組織の機能強化推進と事務局体制の充実 

① 全会員対象の地区別懇談会を開催し、事業に対する理解と協力を求めるとともに、会員と事務局との意思疎通に

努めました。 

② 事務局職員は上部団体等が実施するオンラインを中心とする各種研修会・講習会に積極的に参加するとともに、

センター連絡会などを通して資質の向上に努めました。 

③ 業務効率化や経費節減が求められているため、会員専用サイトへの登録の働きかけを行い、多くの会員の理解を

得て登録数を増やすことが出来た。 

④ 慶弔規程に基づき慶弔事業を行い、会員の福利厚生を図りました。 

（５）室蘭市中小企業センター･胆振地方男女平等参画センターの管理運営 

 両施設とも、基本協定書等の契約に基づき指定管理者として責任と主体性をもって適正な管理運営に努めました。 

（６）関係機関・団体との連携強化 

 北海道及び室蘭市、室蘭公共職業安定所や、全シ協、道シ連等の関係機関・上部団体とは連携を密にし、特に道シ連・

道南ブロックに属する他のシルバー人材センターとは交流と協力関係構築に努めました。 


